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研究成果の概要（和文）：木質バイオマスの高効率糖化のためには、セルラーゼ中の各酵素の活性を正確に評価する必
要がある。そこで基質に高分散性のセルロース懸濁液を調製し、分解過程における「重合度」の変化から成分酵素の活
性を評価した。セルロースの重合度はカルバニル化後にGPCにより分析した。トリコデルマ由来のEG IとEG II、CBH I
とCBH IIに関して評価を行った。その結果、EG IIの活性がEG Iより高く、エンド活性があるとされるCBH IIもCBH Iと
大差がないことなど、重要かつ新規な結果を得ることができた。さらに、この評価法の迅速・簡便化を検討し、残渣の
近赤外分光スペクトルによる重合度の予測を可能とした。

研究成果の概要（英文）：In order to improve saccharification performance, it is important to obtain 
precise information about functions and activities of individual enzymes in a cocktail of the cellulase. 
Particularly, endo-activity conventionally estimated by digestion of CMC, a model amorphous compound, did 
not often conform to the degradation of pretreated biomass. Since the accurate characterization of 
cellulose chain length seemed critical to the measure of endo-performance, highly dispersed 
microfibrillated cellulose samples were prepared as a standard substrate and the degree of polymerization 
(DP) was precisely monitored by GPC after tricarbanilation of cellulose. Surprisingly, for the first 
time, endo-activity of EG II was found to possess higher than that of EG I, while no considerable 
differences were found in those between CBH II and CBH I. Furthermore, facile and quick chemometrical 
monitoring system of DP was successfully developed using Near Infrared (NIR) spectra from the 
hydrolysates

研究分野： セルロース科学　バイオマス科学

キーワード： ケモメトリクス　木質バイオマス　分子量　ハイスループット　セルロース　セルラーゼ　近赤外分光
分析
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ため、その代替法として可溶性基質であるカ
ルボキシメチルセルロース
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場合、この活性値が
しているという
CMC
ると報告されている。つまり
れてきた
を念頭に置いた不溶性基質、つまりセルロー
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３．研究の方法
 まず酵素分解に適合した基質の標準化を
行った
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組織・細胞構造
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ロース懸濁液を調製した。
 次に
ルカナーゼ
させた。遊離グルコース量を測定した後に
解残渣
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ロマトグラフ
重合度を算出した。
由来のセロビオハイドロラーゼ
グルコシダーゼ
ラーゼに関しても評価を行った。
 分光分析によるハイスループット評価に
ついては、ラマンならびに近赤外分光法によ
ってスペクトルを取得した。
トルデータと化学分析による重合度データ
を多変量解析することによって検量モデル
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蓄積されたストレスが解放されることによ
り、分子配列の秩序が相対的に向上すること
が示唆された。 
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